２００５年度　第１回阪神地区協議会運営委員会　議事要録案
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配布資料：

１）２００５年度第１回阪神地区協議会運営委員会　議事次第（案）

２）２００５年度第１回阪神地区協議会定期総会資料（案）

　　〔資料Ｎｏ.１〕２００５年阪神地区協議会組織図

　　〔資料Ｎｏ.２〕阪神地区協議会役員校ローテーション関係資料

　　〔資料Ｎｏ.３〕私立大学図書館協会及び協会関連団体役員、委員会委員等について

　　〔資料Ｎｏ.４〕その他協会関連事項

　　〔追加資料〕「永年勤続表彰制度検討委員会答申」について

　議事に先立ち、理事校の大阪国際大学・桶谷猪久夫総合メディアセンター長挨拶。引き続き出席者の自己紹介と配布資料の確認を行ったうえで、理事校である大阪国際大学・吉岡肖治課長代理の司会で議事に入る。

議事：

議題　１．２００５年度第１回阪神地区協議会定期総会の運営について

理事校から「標記定期総会について、別紙資料のとおり運営したい。」旨、提案があり、資料に基づき説明があった。

議題２．２００５年度第１回阪神地区協議会定期総会議長の選出について

理事校から「２００５年度第１回阪神地区協議会定期総会における議長校は、阪神地区協議会役員校ローテーション関係資料に基づき、関西外国語大学であることが確認されている。議長として同大学図書館　藤津滋生課長補佐にお願いしたい。」旨、提案があり、異議なくこれを承認した。

議題３．２００４年度決算（案）および監査報告について

理事校から「２００４年度決算（案）について、別紙資料のとおりである。」旨、説明があり、これを承認した。

議題４．２００５年度事業計画（案）について

  理事校、研究会幹事校、相互利用運営幹事校から、２００５年度事業計画（案）について別紙資料に基づき提案があり、次の内容を含めた実施日等に修正した上で、これを承認した。

「阪神地区研究会活動」は、第１回目を本年９月中旬に、神戸女子大学を会場として開催予定。第２回目は、日時会場を研究会幹事校、副幹事校が協議して決める。

「相互利用運営活動」については、第１回阪神地区相互利用担当者連絡会を、６月２４日（金）に、神戸薬科大学を会場として開催予定。第２回目は、本年１２月頃の開催を予定している。

また、阪神地区相互利用分担保存委員会は、第１回目を本年７月頃、第２回目を本年１２月頃に、神戸薬科大学にて開催の予定である。また、５年に１回見直しを行っている「分担保存誌についてのアンケート」を、本年９月に実施する予定である。

議題５．２００５年度予算（案）について

理事校から、「２００５年度予算（案）について、別紙資料のとおりである。」旨、説明があり、これに基づいて審議がなされた。今年度より、西地区部会研究会交付金が１校あたり３，５００円から４，５００円に増額となり、収入の部で昨年度から２３７，８９１円の増額。また、支出の部では、研究会交付金を７２，５００円増額したほか、昨年度の運用実態と執行実績に基づいて、理事校協議会当番校交付金、相互利用運営幹事校交付金、グループ研究会援助金を、それぞれ２０，０００円増額、会議費を５０，０００円増額、事務・通信費については３０，０００円を減額して、全体で昨年度から２３７，８９１円を増額する形で、予算案を承認した。

議題６．２００５年度運営委員会および総会の開催日程（案）について

理事校から標記について、別添資料に基づき提案があり、異議なくこれを承認した。

議題７．永年勤続表彰制度検討委員会答申について
　理事校から別添資料に基づき、永年勤続表彰制度検討委員会答申について、各運営委員より意見を聴取したが、特に異論はなかった。今後、阪神地区協議会定期総会にはかり、意見を聴取することで了承された。

確認事項１．２００５年度第２回阪神地区協議会定期総会議長について

　理事校から別添の阪神地区協議会役員校ローテーション関係資料に基づき、２００５年度第２回阪神地区協議会定期総会の議長校は関西国際大学である旨報告があり、これを了承した。

その他
　役員校ローテーション関係資料（配布資料No.2）について、A～Cブロック内の大学数にアンバランスが生じていること、輪番制確定基礎資料の重要な要素である館員数が専任職員の減少と派遣職員の増加によって年々変動し、役員候補順位が突然変更になる場合があること等、現行の輪番制における問題点が指摘された。

以上で、議事を終了して閉会した。

以　上
